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一おもな内容
昭
和
五
士
一
年
度
決
算
：
…
②

村
民
体
育
館
案
内
…
：
…
…
③

欝
繍
凋
鑛
遷
㈲

体
育
祭
の
ス
ナ
ッ
プ
…
：
…
⑤

螺
榴
脅
江
一
一
蕪
一
｝
⑥

同
和
問
題
シ
リ
ー
ズ
…
：
…
ω

讐
縫
鍵
巽
｝
⑧

お
し
ら
せ
と
あ
ん
な
い
：
…
⑨

勧
舗
駐
鵯
製
一
丁

　　　一バレーボール大会開催一

　村民体育館の完成を記念し、また婦人の体位

体力向上をめざして、ll月26日（日）字別婦人バ

　　　　　　　　　　　　　ぽレーボール大会が開催されることになりました。

大勢の方の参加をお待ちしております。

　　（写真は、村民体育館で練習する

　　　　　　　婦人バレーボールチーム）

（11月1日現在）2，108面積…22．34平方キロ世帯9，036（男4，465女4，571）〈村勢＞総人口
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和
五
十
二
年
度
決
算

○
○

○
○
〈
ハ
〉
○
○
○

○塞○

1
村
の
財
政
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九
月
二
十
五
日
か
ら
五
日
間
九
月
定

例
村
議
会
が
開
催
さ
れ
、
予
定
さ
れ
た

全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
と
く
に
、
昭
和
五
十
二
年
度
決
算
に

つ
い
て
は
、
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ

慎
重
な
る
ご
審
議
を
い
た
だ
き
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
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一
般
会
計
決
算
概
要

昭
和
五
＋
二
年
度
一
般
会
計
決
算
に
　
主
な
事
業

つ
い
て
は
、
歳
入
総
額
十
三
億
三
千
四

百
八
十
三
万
四
千
七
百
三
十
二
円
。
　
（

前
年
対
比
二
十
・
二
％
増
）
歳
出
総
額

十
三
億
五
百
四
十
二
万
百
四
十
五
円
（

前
年
対
比
二
十
・
五
％
増
）
で
あ
り
、

差
引
二
千
九
百
四
十
一
万
四
千
五
百
八

十
七
円
の
繰
越
金
を
出
し
て
決
算
す
る

，
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
と
し
て
は
、
農
業
構
造
改

善
事
業
に
よ
る
江
南
南
部
土
地
改
良
区

土
地
基
盤
整
備
事
業
、
大
型
機
械
購
入

補
助
及
び
農
道
整
備
事
業
と
し
て
十
一

路
線
、
、
土
木
費
に
お
け
る
道
路
整
備
事

業
と
し
て
十
六
路
線
、
ま
た
、
学
校
教

育
に
お
け
る
内
部
設
備
の
充
実
、
社
会

体
育
の
振
興
を
は
か
る
う
え
で
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
村
民
体
育
館
の
建
設

等
各
種
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

分担金及び負担金
　　24，949千円1．9％

使用料及び手数料

　　15867千円L2％
財産収入
　　ll，802千円0．9％

繰　越金
　　27，348千円　2％

諸　収　入
　　10，601千円α8％

村　　税

　　388，151

　　　29．1％

その他

災害復旧費13，084千円1．0％

1商工費　3，680千円O．3％

水産業費

76，693

　28．9％

歳入
1，334，834

　　千円

村　　債

ll7，500

　　8．8％

国・県支出金

　299，778

　　22．5％

．
林
3

農

地方交付税

　385，323

　　28．8％

4．0％

　　　　　　　　　議会費2．8％

　歳出
1，305，420

　　千円一

公債費一
102，872

　　7．9％

教育費
230，957

　17．7％総’務費

223，235

　17．1％

土木費
123，175

　　9．4％

民生費
95，494

7．3％

出積

立
金

性　　質　　別
歳　出　内　訳

単位万円カツコ内（％）』

ン・．

’：、∴ち，

’、二鞠
●一

．．・汐・・宏oi＆・』

h：♂．瀦塵，璽8）1

ご◎

　　　10，910物件費　（8。3）

●　　　■　　●　　　．

熱
＝9●，

二
． ．

、・轍費一●禰輯
マll．．＝岬・・

人　　件　　費

33，188

一（25．4）
繰公

出債

金費

扶出

建設事業費
助資

50，724
費金

　　（39）

勿

○
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◎
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水
道
事
業
特
別
会
計

　
四
ケ
年
の
継
続
事
業
と
し
て
、
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
第
一
、
一
次
拡
張
工
事

は
、
昭
和
五
十
二
年
度
を
も
っ
て
終
了

い
た
し
ま
し
た
。
、

　
ユ
、
④
第
工
次
拡
張
工
事
は
ト
五
億
一

千
百
七
十
九
万
五
千
五
百
二
十
六
円
を

投
資
し
た
の
で
施
設
も
よ
り
，
一
層
充

実
し
た
立
派
な
も
の
に
な
り
、
今
後
は

こ
の
施
設
の
運
営
を
合
理
的
に
活
用
し

て
行
き
ま
す
。

　
昭
和
五
十
二
年
度
の
決
算
は
、
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

給
水
戸
数
　
　
　
二
八
六
〇
戸

給
水
人
口
　
、
　
八
、
・
七
一
九
人

年
間
配
水
量
一
、
二
六
五
、
一
六
〇
㎡

　
一
日
平
均
　
　
．
　
　
三
、
四
六
七
㎡

　
　
．
【
経
　
　
篁

収
益
的
収
入
と
支
出
・

　
収
　
入
　
　
　
九
八
、
－
九
二
四
千
円

　
支
出
　
九
三
、
七
八
五
千
円

　
　
　
　
　
　
　
五
、
一
三
九
千
円

資
本
的
収
入
と
支
出

　
収
　
入
　
　
　
八
一
、
一
，
一
八
八
千
円

　
支
，
出
　
　
八
二
、
六
四
二
千
円

　
収
支
不
足
額
　
　
一
、
三
五
四
千
円

　
収
支
不
足
額
に
対
し
ま
し
て
は
、
過

年
度
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
い

た
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
国
保
会
計
⑳
約
八
一
・
八
％
を
占
め

る
医
療
費
は
、
前
年
に
対
し
、
六
・
四

％
の
伸
び
率
を
示
し
て
お
り
ま
し
て
、

歳
入
総
額
一
億
七
千
六
百
四
十
九
万
五

千
八
百
九
十
九
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
歳
出
総
額
は
、
．
一
億
四
千

吾
六
キ
蛋
き
墨
干
三
円
と

な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
三
千
八
十
一
万

三
千
五
百
七
十
六
円
の
剰
余
金
を
残
し

て
決
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
内
容
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、
保

険
税
は
前
年
に
対
し
て
、
一
七
％
増
で

｝
世
帯
平
均
五
万
八
千
三
百
八
十
九
円
、

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
世
帯
当
り
診
療
費
に
つ
い

て
み
ま
す
と
、
十
〕
万
一
千
五
百
二
十

三
円
ど
な
っ
で
お
り
、
被
保
険
者
一
人

が
こ
の
」
年
間
に
約
五
回
病
気
に
か
か

り
、
十
五
日
間
通
院
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
国
保
へ
の
加
入
世
帯
は
年
度

末
現
在
で
．
一
千
七
十
二
世
帯
、
被
保
険

者
数
は
三
千
四
百
六
十
一
人
で
村
の
人

口
の
約
四
十
％
の
人
が
加
入
し
て
お
り

ま
す
。

村
●
総
工
費

●
延
床
面
積

●
構
　
　
造

民
体
育
館
案
．
内

二
億
六
千
五
百
万
円

二
千
三
百
七
十
四
・
七
㎡

鉄
筋
コ
y
久
サ
ー
ト
ゴ

部
鉄
骨
造

●
施
設
設
備

　
◎
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
　
一
面

◎
バ
レ
r
コ
ー
ト
　
．
　
二
面

◎
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
コ
ト
ト
六
面

◎
卓
球
．
台
　
　
十
一
台

　◎

温
水
ジ
ャ
ワ
ー
、
男
女
W
C
、

◎
男
女
更
衣
室
、
ロ
ッ
カ
i
用
具
庫

◎
選
手
控
室
、
観
覧
席
三
六
〇
席

◎
講
議
室
、
休
養
室
、
湯
沸
室

◎
事
務
室
、
用
務
員
室
、
控
室
・

単位円

麟鰯麟翻
子レクリェーション教室開催体育館で

使
用
申
込

、
使
用
の
際
は
、
必
ず
村
民
体
育
館

（
教
育
委
貫
会
）
へ
申
込
み
の
手
続

を
し
て
く
だ
ざ
い
。

○
使
用
日
の
一
，
ケ
月
前
か
ら
七
日
前

　
ま
で
で
す
。

6
直
接
体
育
館
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
電
話
等
の
申
込
み
は
さ
一
切
受
付

　
を
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
○
申
込
用
紙
は
体
育
館
に
用
意
し
て

　
　
あ
り
ま
す
。

　
○
使
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
表
の
と

　
　
お
り
で
す
が
、
詳
し
く
は
体
育
館

　
　
へ
お
問
バ
ロ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　
、
十
二
月
ま
で
は
無
料
で
す
。
、

バ
レ
i
求
i
ル
教
室

　
初
心
者
を
対
象
に
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
、
ボ
ー
ル
に
さ
わ
っ
た
こ
と
の
な

い
方
の
多
数
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　
十
一
月
十
五
日
（
水
）
夜
六
時
と
九
時

　
士
舟
二
＋
具
月
）
　
グ

　
十
一
月
二
十
一
日
ハ
日
）
　
．
〃

江　南、村』民　体育　館　使　用　料

区　　　分

時　　　間　　　区　　　分

午前9時，
～12時

午後1時

～5時
夜問5時
～9時－

全日前9時
～後9時

入場料を
徴収しな
い場F合

体育活動 2，000 2，500 5，，000 10，000’

その他 5，000． 10，000 20，000、 40，000

入場料を
徴収する
場合

体育活動 5，000 10，000 20，000 40，000

その他 10，000 20，000 30，000 50，00Q

放送具一式 1，000
湶水シヤワ〕 1回につき300（1回の使用時間30分）

卓球室
体育活動 100 150 200 500

その他 400 500 1，000 1，500P

講　　話、　室 300 400 600 1，000

一般開放日に使用する場合
小中学生1人につき 20 20 30 70

高’校生　　〃 30 30 40 ・100

一　　般　　〃 140 40 5Q 130　’

村民以外の者ザ使用する場合は、上記の額ゐ5割増とすち

（使用者の住所、居所、事務所、事業所等が村外の場合）
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サラ金の
1ま

に重
利用
　慎

　
最
近
、
サ
ラ
金
利
用
に
関
す
る
話
題

が
毎
日
の
よ
う
に
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上

げ
ら
れ
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
α
県
内
の
貸
金
業
届
出
者
は
、

三
千
五
百
余
に
も
の
ぼ
り
、
サ
ラ
金
利

用
者
か
ら
様
々
な
苦
情
、
相
談
が
、
県

庁
の
行
政
相
談
室
な
ど
に
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
内
容
を
見
る
と
、
業
者

－
が
一
方
的
に
悪
い
場
合
だ
け
で
な
く
、

利
用
者
側
の
不
注
意
や
思
慮
不
足
に
よ

る
も
の
も
か
な
り
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
サ
ラ
金
の
広
告
に
は
、
担
保
も
い
ら

ず
、
手
続
き
が
簡
単
、
利
息
も
一
万
円

あ
た
り
一
日
二
十
円
か
ら
三
十
円
と
い

う
こ
と
で
、
手
軽
に
借
り
ら
れ
、
返
済

も
楽
な
よ
う
に
感
じ
さ
せ
ま
す
。
し
か

し
、
長
期
に
わ
た
る
と
大
き
な
負
担
と

な
り
、
一
年
で
元
本
額
を
越
え
る
場
合

も
あ
り
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
安
易
さ
が

ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
と
な
っ
て
い
る
の
で

す
。　

こ
の
こ
と
か
ら
、
県
で
は
指
導
要
綱

を
制
定
し
、
貸
金
業
者
に
対
し
て
領
収

書
の
交
付
な
ど
貸
付
業
務
の
基
準
を
設

け
指
導
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
利
用
者
も
お
金
を
借
り
る
こ
と
を
安

易
に
考
え
ず
、
利
用
に
あ
た
り
次
の
こ

と
に
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
　
借
り
る
必
要
性
の
確
認
を
！

　
家
族
に
内
緒
で
借
り
て
、
後
で
本
人

は
も
ち
ろ
ん
家
族
、
親
族
ま
で
迷
惑
を

か
け
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。
家
族
と

よ
く
相
談
し
、
借
り
る
必
要
が
あ
る
の

か
、
も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎
　
信
用
の
お
け
る
業
者
を
！

　
借
り
た
経
験
の
あ
る
人
の
話
を
聞
い

た
り
、
庶
民
金
融
業
協
会
等
の
団
体
に

加
入
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
ま
た
指
導

要
綱
を
守
っ
て
い
る
か
ど
う
か
も
一
つ

の
目
安
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
㈹
埼
玉
県
庶
民
金
融
業
協
会
の

加
入
業
者
で
あ
れ
ば
、
後
で
ト
ラ
ブ
ル

が
生
じ
た
場
合
、
協
会
の
苦
情
処
理
委

員
会
で
対
処
し
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
看
板
等
で
、
埼
玉
県
公
認
・

許
可
な
ど
の
字
句
が
見
う
け
ら
れ
ま
す

が
、
貸
金
業
は
届
出
制
で
あ
り
、
許
可

・
認
可
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
字
句
に
ま
ど
わ
さ
れ
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
　
返
済
計
画
を
し
っ
か
り
と
！

　
広
告
を
み
る
と
｝
日
の
利
息
は
わ
ず

か
だ
と
思
え
ま
す
が
、
長
期
に
わ
た
る

と
そ
の
利
息
は
大
き
な
負
担
に
な
り
ま

す
。
返
済
予
定
日
ま
で
に
は
必
ず
返
す

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
Q

　
ま
た
、
返
済
の
た
め
に
他
の
業
者
か

ら
借
り
る
こ
と
は
、
結
局
返
済
金
が
雪

だ
る
ま
式
に
増
え
て
、
身
動
き
が
と
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
避
け
て

く
だ
さ
い
。

◎
　
契
約
内
容
を
明
確
に
！

　
借
り
た
後
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
な
い

よ
う
、
貸
借
金
額
、
期
間
、
利
率
や
返

済
方
法
を
確
認
し
た
上
で
契
約
書
に
署

名
、
捺
印
す
る
よ
う
に
し
、
絶
対
に
白

紙
委
任
状
等
に
署
名
、
捺
印
し
な
い
こ

と
で
す
。
ま
た
、
お
金
を
返
し
た
と
き

は
、
契
約
書
や
利
息
計
算
書
等
を
受
け

と
り
、
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
な

お
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
県
で
は
指
導

要
綱
で
業
者
に
対
し
指
導
し
て
ま
い
り

ま
す
が
、
利
用
者
も
契
約
内
容
を
明
確

に
す
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

◎
　
相
談
や
問
い
合
せ
に
つ
い
て

　
年
利
一
〇
・
九
五
％
（
一
万
円
で
一

日
三
〇
円
）
を
超
え
る
違
法
な
高
金
利

や
暴
力
に
よ
る
取
り
立
て
行
為
が
あ
っ

た
時
は
、
も
よ
り
の
警
察
署
に
、
貸
金

業
者
の
届
出
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
県

庁
金
融
課
（
〇
四
八
八
ー
二
二
－
九
五

六
〇
）
に
、
ま
た
貸
金
業
者
に
対
す
る

苦
情
等
は
㈹
埼
玉
県
庶
民
金
融
業
協
会

（
〇
四
八
八
⊥
西
1
一
七
七
一
）
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

猟
区
が
継
続
に
な
り
ま
す

　
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
、

昭
和
五
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
十

年
間
設
定
し
た
猟
区
も
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
、
無
事
故
で
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

　
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
、
村
で
は
各

関
係
農
業
団
体
の
代
表
者
会
議
を
再
三

行
い
討
議
し
た
結
果
、
一
般
猟
場
に
開

放
し
た
場
合
、
日
曜
、
祭
日
を
問
わ
ず

毎
日
狩
猟
者
が
乱
入
し
非
常
に
危
険
で

あ
り
、
銃
猟
禁
止
区
域
指
定
は
公
共
施

設
周
辺
に
限
ら
れ
、
そ
の
他
は
開
放
に

な
り
ま
す
。
保
護
区
に
指
定
し
た
場
合
、

約
三
年
後
に
は
開
放
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
農
作
物
を
食
い
荒
す
有
害
鳥
駆
除

の
実
施
が
困
難
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、

人
体
及
び
農
作
物
の
危
被
害
防
止
の
観

点
か
ら
、
一
定
の
規
定
を
設
け
て
猟
区

を
継
続
い
た
し
ま
し
た
。

　
猟
区
の
継
続
は
、
昭
和
五
十
三
年
十

一
月
一
日
か
ら
、
昭
和
六
十
三
年
十
月

三
十
一
日
ま
で
の
十
年
間
で
、
開
猟
日

は
日
曜
・
祝
祭
日
と
し
、
入
猟
者
制
限

（
十
人
）
案
内
人
等
に
つ
い
て
は
、
前

回
と
同
様
で
す
。

　
狩
猟
に
あ
た
っ
て
は
、
人
家
・
道
路

な
ど
の
近
く
で
は
、
絶
対
発
砲
し
な
い

よ
う
に
厳
重
に
注
意
致
し
ま
す
が
、
山

林
内
・
畑
地
等
で
の
農
作
業
に
は
充
分

注
意
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。㊥ふ

、

、

心
　
’

σ’

一舷猟銃保管は慎重に

水
田
利
用

　
　
　
再
編
対
策

　
本
年
度
よ
り
十
年
間
の
予
定
で
実
施

さ
れ
る
水
田
利
用
再
編
対
策
の
昭
和
五

十
三
年
度
転
作
目
標
面
積
が
、
農
家
の

皆
さ
ん
及
び
関
係
者
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
五
十
三
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
実

績
が
あ
り
、
目
標
面
積
四
三
・
八
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
対
し
て
一
二
二
％
の
達
成
率

で
し
た
。
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
特
定
作
物
）

麦
　
　
類

飼
料
作
物

大
　
　
豆

（
一
般
作
物
〉

キ
ュ
ウ
リ

ナ
　
　
　
ス

そ
の
他

（
管
理
転
作
）

三
十
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
六
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
七
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
○
・
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
○
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
三
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
四
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

）

）

ψ
）
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慣れたものです（回転まぶしリレー）

なかなか当りません（ボーリング）

女性も完走（1，5QOm競走）

　
　
体
育
祭
の

　
　
ス
ナ
ッ
プ

　
第
十
三
回
村
民
体
育
祭
は
、
十
月
十

五
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

雲
が
広
が
り
肌
寒
い
天
候
で
し
た
が
、

幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
一
堂
に
会
し

終
始
歓
声
に
つ
つ
ま
れ
た
楽
し
い
一
日

で
し
た
。

　
こ
の
体
育
祭
の
運
営
に
当
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
役
員
さ
ん
、
ご
く
ろ
う
さ

ま
で
し
た
。

おちませんように
　（ボール引）

おなかもすきます

・一へ、

，ρ＼．

，／r＼，
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国
保
の

　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
（

あ
ら

被
保
険

●
早
期
発
見
・
早
期
治
療

　
病
気
は
早
く
発
見
し
て
、
早
く
な
お

し
て
し
ま
う
の
が
理
想
的
で
す
。
早
い

う
ち
は
な
お
り
が
早
く
、
費
用
も
手
間

も
か
か
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
病
気
を
早

く
発
見
す
る
方
法
は
ど
う
す
る
の
か
と

い
う
と
ま
ず
、
健
康
診
断
を
年
二
回
以

上
、
定
期
的
に
受
け
る
こ
と
で
す
。
こ

の
ほ
か
、
ち
ょ
っ
と
し
た
自
覚
症
状
で

も
一
応
注
意
し
て
観
察
し
て
い
く
心
構

え
が
大
切
で
す
。

　
健
康
診
断
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど

は
法
律
に
よ
り
事
業
所
が
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
保
の
被
保
険
者

は
、
県
や
保
健
所
、
あ
る
い
は
市
町
村

な
ど
が
行
う
集
団
検
診
を
必
ず
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
で
き
れ
ば
、
自

費
に
よ
り
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
で
精
密

検
診
を
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
い
た

し
ま
す
。

●
医
師
を
転
々
と
す
る
の
は

　
　
　
　
　
　
や
め
ま
し
ょ
う

　
具
合
が
思
わ
し
く
な
い
と
、
す
ぐ
医

師
を
替
え
る
人
が
い
ま
す
が
、
そ
れ
は

治
療
や
薬
が
重
複
し
て
、
か
え
っ
て
病

状
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
病
気
に
よ
っ
て
は
、
一
定
期

間
の
経
過
を
み
な
け
れ
ば
、
治
療
方
法

が
分
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ま
し

者
の
心
得

　
か
か
っ
た
医
師
は
信
用
し
た
い
も
の

で
す
。

　
疑
問
が
あ
れ
ば
、
よ
く
相
談
し
て
納

得
の
い
く
治
療
を
受
け
る
よ
う
に
す
れ

ば
、
治
り
も
早
い
と
い
う
も
の
で
す
。

し
か
し
、
ど
う
し
て
も
経
過
が
思
わ
し

く
な
い
場
合
な
ど
は
、
主
治
医
に
相
談

し
て
、
そ
の
指
示
に
よ
り
専
門
医
な
ど

の
診
察
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

燭

り蟹甦

o
．
．・

聾

●
薬
に
た
よ
り
す
ぎ
な
い
よ
う

　
昔
か
ら
薬
よ
り
養
生
と
い
わ
れ
、
い

く
ら
よ
い
薬
を
の
ん
で
も
、
養
生
を
怠

っ
た
ら
療
養
の
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
人
は
世
界
中
で
一
番
薬
好
き
な

国
民
と
い
わ
れ
て
お
り
、
医
師
に
注
射

や
薬
を
ね
だ
っ
た
り
、
勝
手
に
売
薬
を

服
用
す
る
人
が
い
ま
す
が
、
薬
だ
け
が

病
気
を
な
お
す
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

病
気
を
な
お
す
の
は
、
人
体
が
も
っ
て

い
る
自
然
の
回
復
力
が
大
き
く
働
き
薬

は
そ
れ
を
援
助
す
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

●
で
き
れ
ば
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
を

　
ふ
だ
ん
か
ら
、
か
か
り
つ
け
の
医
師

（
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
i
）
を
き
め
て
お
く

こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ
う
す
れ

ば
、
か
ら
だ
の
状
態
を
よ
く
知
っ
て
い

て
く
れ
ま
す
し
、
気
軽
に
相
談
も
で
き
、

い
ざ
と
い
う
と
き
無
理
も
き
い
て
も
ら

え
ま
す
。
ま
た
難
病
、
奇
病
で
専
門
医

の
診
断
が
必
要
な
場
合
は
、
紹
介
し
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
一
家
の
健
康
管
理
を
ま
か
せ
ら
れ
る

医
師
が
い
る
こ
と
は
、
安
心
し
て
生
活

が
で
き
、
大
変
心
強
い
こ
と
で
す
。

●
健
康
は
自
己
管
理
が
最
も
大
切

　
何
に
も
ま
し
て
大
切
な
の
は
、
自
分

の
か
ら
だ
を
自
分
で
管
理
す
る
こ
と
で

す
。
ス
ト
レ
ス
を
排
除
し
、
適
当
に
運

動
を
や
り
、
快
眠
、
快
食
、
快
便
に
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

π

釦〃面

ハ

　
　
飯
島
さ
ん
再
任

　
九
月
三
十
日
で
任
期
が
満
了
と
な
り

ま
し
た
教
育
委
員
の
飯
島
敏
宏
さ
ん
は
、

九
月
の
定
例
村
議
会
で
同
意
が
得
ら
れ

教
育
委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
月
六
日
に
開
か
れ
た
教
育

委
員
会
で
、
教
育
委
員
の
構
成
が
次
の

と
お
り
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

（
教
育
委
員
）

せ
い
た
し
ま
す
。

教委委委委
　　　員
育　　長員
　　　代
長員員理長

飯
島
敏
宏
さ
ん

滝
田
栄
一
さ
ん

吉
田
　
清
さ
ん

塚
田
永
憲
さ
ん

小
島
孫
一
さ
ん

驚

サ
ギ
と

　
　
オ
オ
カ

　
う
っ
か
り
骨
を
の
み
こ
ん
で
困
っ
て

い
る
オ
オ
カ
ミ
が
、
悲
し
そ
う
に
た
す

け
を
求
め
た
。

　
ウ
サ
ギ
も
逃
げ
、
タ
ヌ
キ
も
行
っ
て

し
ま
っ
た
あ
と
、
首
の
長
い
サ
ギ
が
や

っ
て
来
ま
し
た
の
で
、
　
「
何
で
も
好
き

な
も
の
を
お
礼
に
す
る
か
ら
…
…
…
」

と
、
頼
み
ま
し
た
。
サ
ギ
は
オ
オ
カ
ミ

の
口
の
中
へ
首
を
つ
っ
こ
ん
で
苦
心
の

す
え
、
や
っ
と
骨
を
と
っ
て
あ
げ
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
オ
オ
カ
ミ
は
、
「
お
前
が

無
事
に
私
の
口
の
中
か
ら
首
を
出
せ
た

だ
け
で
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
の
お
礼
じ
ゃ
な

い
か
」
と
毒
づ
い
て
お
礼
も
あ
げ
な
か

っ
た
そ
う
で
す
。

ぜ
3

〃
σ
、

　
　
彰
ご
ノ

　
　
　
一

参
－
鱈

　
助
け
て
や
る
に
も
、
そ
の
平
生
を
よ

く
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
、
選

挙
な
ど
で
も
、
明
る
い
政
治
が
実
現
す

る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
平
生
の
こ
と

を
よ
く
み
て
投
票
す
る
こ
と
が
肝
要
で

す
。

）

）

、
）
）
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同

和

と
こ
ろ
で
、

問
題
シ
リ
ー
ズ

　
　
㈲
同
和
対
策
事
業

　
対
策
事
業
と
い
う
と
、

　
道
や
住
宅
を
よ
く
し
た
り
、

　
を
建
て
た
り
す
る
こ
と
ぐ
ら
い
き
り

　
知
ら
な
い
の
で
す
が
、
い
っ
た
い
、

　
ど
ん
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で

　
す
か
。

丁
　
同
和
対
策
事
業
と
い
う
の
は
、
同

　
和
対
策
審
議
会
答
申
や
同
和
対
策
事

　
業
特
別
措
置
法
に
も
と
づ
い
て
行
わ

　
れ
て
い
ま
す
。

　
　
現
在
、
国
や
県
、
市
町
村
が
行
っ

　
て
い
る
事
業
を
ま
と
め
て
お
話
し
ま

　
し
よ
ン
つ
。

生
活
環
境
改
善
対
策

　
　
さ
き
ほ
ど
か
ら
お
話
し
て
い
る
よ

う
に
、
同
和
地
区
の
生
活
環
境
は
、

　長い聞

の
差
別
の
結
果
と
し
て
、
道

路
や
下
水
排
水
路
な
ど
の
公
共
施
設

　
の
整
備
が
お
く
れ
る
一
方
、
住
宅
事

情
も
、
不
良
住
宅
が
多
い
と
い
う
実

情
が
あ
り
ま
す
。

　
　
こ
う
し
た
実
情
を
一
日
も
早
く
改

善
し
、
住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
る
た

め
に
こ
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

福
祉
、
保
健
対
策

　
同
和
地
区
は
、
生
活
保
護
世
帯
の

割
合
が
県
平
均
よ
り
も
多
く
、
生
活

わ
た
し
自
身
、
同
和

　
　
　
同
和
地
区
の

　
　
　
　
　
集
会
所

水
準
が
低
い
状
態
に
あ
る
と
い
う
こ

と
が
、
全
国
同
和
地
区
調
査
な
ど
で

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
態
を
改
善
し
、
健

康
で
、
文
化
的
な
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
こ
の
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

産
業
・
職
業
対
策

　
同
和
地
区
に
は
、
零
細
小
規
模
企

業
が
多
く
み
ら
れ
、
経
済
基
盤
が
弱

く
経
営
面
と
技
術
面
な
ど
に
悩
み
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
和
地
区
の
農
業
は
、
小

規
模
農
家
が
多
く
、
し
か
も
所
有
農

地
が
分
散
し
て
い
る
な
ど
悪
い
条
件

下
に
あ
る
も
の
が
多
い
実
情
で
す
。

　
さ
ら
に
、
長
い
間
の
差
別
に
よ
っ

て
、
同
和
地
区
の
人
た
ち
の
中
に
は
、

臨
時
雇
い
と
か
日
雇
い
と
い
っ
た
き

わ
め
て
不
安
定
な
職
場
（
就
職
）
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
人
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
当
然
、
生
活
を
も

不
安
定
に
し
、
家
庭
に
お
け
る
環
境
、

教
育
、
文
化
な
ど
を
低
い
状
態
に
す

る
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
こ
と
は
、
新
し
い
差
別
を
つ
く

り
出
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

同
和
間
題
の
中
で
も
、
き
わ
め
て
大

き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
就
職
の
機
会
均
等
を
保
障
す
る

こ
と
が
、
同
和
問
題
解
決
の
中
心
的

課
題
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
解
決
す
る
た
め
、

こ
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

同
和
教
育
対
策

　
も
う
こ
れ
ま
で
、
何
度
も
く
り
か

え
し
た
よ
う
に
、
同
和
問
題
の
解
決

は
国
民
一
人
一
人
が
、
同
和
問
題
に

つ
い
て
、
正
し
い
認
識
と
理
解
を
持

っ
て
、
差
別
を
し
な
い
こ
と
が
何
よ

り
も
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
同
和
地
区
の
児
童
・
生
徒

の
中
に
は
経
済
的
な
面
な
ど
か
ら
、

進
学
率
が
低
い
と
か
、
自
分
の
持
つ

　
能
力
を
十
分
に
伸
ば
せ
な
い
な
ど
の

　
不
利
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
も
の

　
が
多
く
、
こ
の
こ
と
が
就
職
に
影
響

　
し
て
生
活
を
不
安
定
な
も
の
に
し
て

　
お
り
、
ふ
た
た
び
不
利
な
教
育
環
境

　
を
生
み
出
す
と
い
う
く
り
か
え
し
に

　
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
同
和
教
育

　
対
策
は
、
同
和
対
策
の
中
で
も
、
と

　
く
に
重
要
視
し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
ほ
か
、
啓
発
事
業
、
人
権
擁

　
護
活
動
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

K
　
な
る
ほ
ど
、
過
去
の
よ
う
に
、
バ

　
ラ
バ
ラ
な
対
策
で
な
く
、
総
合
的
に

　
実
施
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
し

　
か
し
、
ま
だ
わ
た
し
だ
け
で
な
く
、

　
同
和
対
策
事
業
を
正
し
く
理
解
し
て

　
い
な
い
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

　
部
落
差
別
解
消
に
と
っ
て
、
大
変
残

　
念
な
こ
と
で
す
ね
。

T
　
そ
の
と
お
り
で
す
。
部
落
差
別
の

　
解
消
は
、
一
刻
も
足
ぶ
み
す
る
こ
と

　
が
で
き
な
い
深
刻
な
も
の
で
す
。

　
　
同
和
対
策
審
議
会
答
申
や
、
同
和

　
対
策
事
業
特
別
措
置
法
に
述
べ
ら
れ

　
て
い
る
よ
う
に
、
同
和
問
題
の
解
決

　
を
、
日
本
の
民
主
主
義
徹
底
に
か
か

　
わ
る
私
た
ち
自
身
の
問
題
と
し
て
と

　
ら
え
、
事
業
の
円
滑
な
実
施
に
協
力

　
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り

　
ま
す
。

　
　
（
埼
玉
県
教
育
局
同
和
教
育
課
）

　
あ
る
デ
パ
ー
ト
の
電
話
交
換
手

さ
ん
と
の
や
り
と
り
、

　
「
も
し
も
し
、
七
五
三
の
服
装

を
取
材
し
た
い
の
で
、
係
り
の
方

を
」　

「
は
い
、
大
人
用
で
す
か
、
子

供
用
で
す
か
」

　
「
え
っ
、
七
五
三
は
子
供
の
お

祝
い
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
…
…
」

　
七
五
三
と
も
な
れ
ば
、
子
供
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
時
と
ば

か
り
マ
マ
が
和
服
を
新
調
す
る
ケ

ー
ス
が
多
い
の
で
、
大
人
用
の
七

五
三
担
当
者
も
い
る
ら
し
い
。

　
七
五
三
を
祝
う
習
慣
が
、
い
ま

の
よ
う
に
全
国
的
に
な
っ
た
の
は
、

明
治
以
後
の
商
業
主
義
の
た
め
と

い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
デ
パ
ー
ト
で
も
、

　
「
七
歳
の
女
児
に
二
十
～
三
十
万
円

か
け
る
の
は
ま
あ
普
通
。
四
月
か
ら
担

当
者
を
お
い
て
い
ま
す
」
と
、
ケ
ロ
リ
。

“
主
客
転
倒
〃
も
こ
こ
ま
で
き
た
か
と

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

歳
時
記
薦
麟
騨

　
　
　
　
七
五
三

　
ま
た
七
五
三
の
宮
参
り
は
氏
神
さ
ま

へ
と
い
う
の
が
普
通
だ
が
、
最
近
で
は

わ
ざ
わ
ざ
人
の
多
い
、
有
名
神
社
に
出

か
け
る
人
が
多
い
の
も
、
同
じ
よ
う
な

風
潮
と
い
え
ま
す
。

　
も
っ
と
も
、
男
児
の
五
歳
、
女
児
の

三
歳
、
七
歳
に
お
宮
参
り
を
す
る
の
が

固
定
し
た
の
は
古
い
こ
と
で
は
な

い
が
、
乳
児
↓
幼
児
↓
少
年
・
少

女
と
子
供
の
成
長
の
節
目
を
祝
う

風
習
は
古
く
か
ら
あ
る
。
た
と
え

ば
、
男
児
五
歳
の
「
は
か
ま
ぎ
」
、

女
児
七
歳
の
「
お
び
と
き
」
は
武

家
に
伝
わ
る
風
習
だ
っ
た
。
七
五

三
に
つ
き
も
の
の
千
歳
飴
は
、
元

禄
こ
ろ
か
ら
浅
草
で
売
ら
れ
て
い

た
と
か
。

　
ま
た
、
十
一
月
十
五
日
が
ウ
ィ

ー
ク
デ
ー
に
当
た
る
日
は
、
そ
の

前
後
の
土
曜
、
日
曜
日
に
両
親
そ

ろ
っ
て
参
拝
す
る
ケ
ー
ス
が
圧
倒

的
に
増
え
、
こ
の
日
は
、
マ
イ
ホ

ー
ム
パ
パ
に
と
っ
て
も
う
れ
し
い

“
晴
れ
の
日
”
の
よ
う
で
す
。



（8）広報こうなん昭和53年11月15日

ご
存
知
で
す
「
か

　
　
　
検
『
察
審
査

　
検
察
審
査
会
は
、
国
民
の
代
表
者
と

し
て
選
び
出
さ
れ
た
十
一
．
人
の
検
察
審

査
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
・
の
検
察
審
査
員
は
、
市
町
村
に
あ

る
選
挙
人
名
簿
の
中
か
ら
抽
選
で
選
出

さ
れ
た
者
が
さ
ら
に
検
察
審
査
会
事
務

局
で
、
も
う
一
度
抽
選
で
選
ば
れ
ま
す
。

　
あ
な
た
も
審
査
員
に
－

　
検
察
審
査
会
は
、
全
国
二
〇
七
カ
所

に
あ
り
、
審
査
員
は
六
カ
月
ご
と
に
交

替
し
ま
す
の
で
、
あ
な
た
も
い
つ
か
審

査
員
に
選
ば
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
ろ
う
と
で
構
成
し
た
ね
ら
い

　
検
察
審
査
員
は
、
老
若
男
女
を
問
わ

ず
、
社
会
の
各
方
面
か
ら
選
ば
れ
た
法

律
実
務
に
つ
い
て
は
「
し
ろ
う
と
」
の

人
々
に
よ
っ
、
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
・

　
こ
の
こ
と
は
、
検
察
官
の
仕
事
に
つ

い
て
、
各
階
層
の
国
民
の
声
を
反
映
さ

せ
、
専
門
家
の
落
入
り
易
い
ひ
と
り
よ

が
り
を
是
正
し
て
い
こ
う
と
す
る
と
こ

ろ
に
目
的
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
審
査
員
の
仕
事

　
我
が
国
で
は
、
犯
罪
が
起
き
た
場
合
、

そ
の
容
疑
者
が
取
り
調
べ
ら
れ
ま
す
が
、

こ
の
容
疑
者
を
裁
判
に
か
け
る
（
起
訴
）

か
、
か
け
な
い
（
不
起
訴
）
か
を
決
め
、

る
権
限
は
、
検
察
官
だ
け
に
与
え
ら
れ

て
い
ま
す
b

　
し
か
し
、
検
察
官
も
時
に
は
判
断
を

会
制
度
．
を

誤
っ
た
ひ
不
十
分
な
調
べ
を
し
て
、
当

然
裁
判
に
か
け
る
べ
き
容
疑
者
を
、
不

起
訴
に
し
て
し
ま
い
、
被
害
者
が
泣
寝

入
り
す
る
こ
と
が
、
全
ぐ
な
い
と
は
い

え
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
を
不
満
と
す
る
被
害

者
の
申
立
て
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
社

会
一
般
の
人
々
が
不
審
に
思
っ
て
い
る

よ
う
な
場
合
、
職
権
に
よ
り
検
察
審
査

会
で
も
う
一
度
こ
の
不
起
訴
事
件
を
調

べ
直
し
て
、
検
事
正
に
対
し
、
こ
の
事

件
は
起
訴
し
た
ら
ど
う
か
な
ど
意
見
が

述
べ
ら
れ
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
み
な
さ
ん
が
た
で
交

通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
犯
罪
の

被
害
に
あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え

た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴

し
て
く
れ
な
い
、
．
選
挙
違
反
や
汚
職
な

ど
社
会
の
耳
目
を
ひ
い
た
重
大
事
件
を

検
察
官
が
起
訴
し
な
か
っ
た
の
は
、
ど

う
も
納
得
で
き
な
い
…
…
こ
ん
な
不
満

を
も
っ
て
い
る
か
た
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
そ
う
い
う
か
た
の
た
め
に
検
察
審
査

会
が
あ
る
の
で
す
。
・
・

　
く
わ
し
ぐ
は
、
次
の
場
所
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
立
て
に
は
、

費
履
罰
劣
り
喜
ん
。

．
ρ
『
．
燃

所
在
地
　
　
熊
谷
市
宮
町
一
i
六
八

　
㌧
浦
和
地
方
裁
判
所
熊
谷
支
部
構
内

　
　
　
　
　
電
話
　
｝
二
－
二
四
七
四

郷
土
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
第
十
話

か
け
込
寺

（
正
願
寺
）

　　小
　　江

三川
角

英

士口

　
天
正
年
間
（
一
五
八
七
年
頃
）
忍
城

主
成
田
氏
長
は
、
権
勢
を
ほ
し
い
ま
ま

に
し
た
頃
、
未
申
（
裏
鬼
門
）
の
方
角

で
風
光
明
媚
の
地
を
物
色
せ
よ
と
の
命

令
、
定
め
た
所
は
武
州
小
江
川
村
の
高

台
山
中
地
内
で
し
た
。

　
氏
長
が
祖
先
の
精
霊
の
た
め
に
建
立
．
－

し
た
の
が
、
天
台
宗
山
中
山
正
願
寺
、

天
台
宗
と
言
え
ば
格
式
高
い
公
卿
大
名

の
由
緒
あ
る
菩
提
寺
、
殿
様
の
権
力
の

座
を
誇
示
す
る
か
の
様
な
広
大
な
敷
地
、

幅
員
十
メ
ー
ト
ル
（
約
五
間
半
）
余
り

の
参
道
の
寺
院
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
・

そ
れ
も
つ
か
の
間
豊
臣
氏
に
領
地
、
寺

領
も
没
収
さ
れ
て
尼
寺
と
な
り
ま
し
た
。

徳
川
幕
政
の
大
平
の
ご
時
世
に
な
っ
て

も
、
，
血
生
臭
い
事
件
が
あ
っ
た
の
で
す

ね
。　

タ
ベ
の
行
も
終
わ
り
ホ
ッ
ト
一
息
入

れ
て
居
る
と
、
　
「
お
頼
み
申
し
ま
す
る
、

お
助
け
下
さ
れ
」
ど
一
人
の
女
が
命
棒

（
杖
）
を
つ
い
て
門
を
入
ろ
う
と
す
る

と
、
尼
さ
ん
は
高
い
身
分
の
お
方
と
見
、

受
け
、
　
「
門
を
く
ぐ
れ
ば
俗
世
に
帰
れ

ぬ
」
・
と
話
し
、
愛
染
堂
へ
と
案
内
し
、

む
さ
く
る
し
い
所
で
は
と
頭
を
下
げ
る

と
、
雨
露
し
の
げ
れ
ば
御
殿
も
同
じ
と

喜
ん
で
仮
住
い
し
ま
し
た
。

　
あ
る
日
女
は
身
分
を
明
か
し
、
城
中

ご
意
見
の
対
立
で
夫
は
暗
殺
さ
れ
、
息

子
は
返
り
討
に
あ
い
追
手
を
の
が
れ
、

都
を
捨
て
て
た
ど
り
つ
き
唐
モ
ロ
コ
シ

畑
で
難
遊
の
が
れ
た
と
申
し
た
そ
う
で

す
。
　
（
旧
山
中
五
人
組
で
は
、
唐
モ
ロ

コ
シ
を
作
る
と
タ
タ
リ
が
あ
る
と
言
う

の
で
、
大
正
年
代
ま
で
は
作
ら
ぬ
様
で

し
た
。
）
家
老
の
妻
は
、
そ
の
後
悟
る
処

が
あ
っ
て
、
家
門
も
家
名
も
捨
て
て
、

夫
・
子
息
が
成
仏
さ
れ
る
様
に
と
仏
に

仕
え
る
身
と
な
り
ま
し
た
ゆ
『

　
時
は
移
り
世
は
変
っ
て
遠
い
昔
の
栄

華
の
夢
も
は
か
な
く
消
え
、
か
け
込
寺

で
有
名
な
相
州
鎌
倉
の
東
慶
寺
と
並
び

称
え
ら
れ
た
正
願
寺
は
、
尼
さ
ん
も
居

な
く
な
り
何
時
し
か
廃
寺
と
な
り
ま
し

た
。
唯
昔
の
面
影
を
偲
ぶ
も
の
は
、
地

名
（
正
願
寺
）
と
高
貴
の
人
を
葬
っ
た

の
か
と
思
わ
れ
る
大
き
な
塚
、
そ
れ
に

卒
塔
婆
一
本
も
な
い
多
数
の
無
縁
仏
が

あ
る
の
み
で
す
。
無
縁
仏
の
墓
石
に
は

天
和
、
元
禄
、
享
保
、
そ
の
他
の
年
号

が
刻
み
込
ま
れ
、
香
を
焚
く
様
な
人
す

ら
な
く
悲
し
く
も
寂
し
そ
う
に
雑
木
林

の
中
で
、
陽
も
れ
の
葉
陰
に
哀
れ
さ
が

名
残
り
を
さ
そ
っ
て
居
り
ま
す
。

（
場
所
は
、
武
蔵
野
ユ
ー
ト
ピ
ア
東
南

　
百
メ
：
ト
ル
位
の
所
で
す
。
）

99』99　器　9ρ9
蛋翅　目呂9㍗

と翻　老人歪覗　℃

近て　　、て　ととヒ
至東松山　　　　　　　　　　　至深谷

ユ止ユ　ロ三角理容赴
工L　止　　　　止　⊥　　」L　」L

）

）

）
）
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一一一一一一おしらせとあんない琴一一一一

心身障害者医療費

　助成範囲を拡大

村では、重度の心身障害者に対

し、安心して医療が受けられるよ

う医療費の助成を行ってきました

が、10月1日から助成の範囲が拡

大されました。

今までは、身体障害者手帳1級

及び2級と療育手帳Aを所有して

いる方が該当しておりましたが、

今回改正により、身体障害者手帳

3級と、療育手帳Bの方も助成の

対象になりました。

　新たに対象となられた方は、手

帳、保険証、印かん持参のうえ、

役場住民課へ登録申請をしてくだ

さい。

食品衛生展示会

と　き　11月17日（金）から3日間

ところ　熊谷八木橋（旧館）

内　容　食品の知識をあなたにと

　　　衛生・栄養・食品衛生資

　　　材・台所厨房・指導員・

　　　試飲・試食の各コーナー

　　　を設ける。

主　催　熊谷食品環境衛生協会連

　　　合会

共　催　熊谷調理師会

後援県衛生部、熊谷保険所

進学資金貸付制度
　このたび新しく国の進学資金貸

付制度が創設され、来年1月から
申込の受付を開始することとなり

ました。この制度は高校・高専・

大学等への進学に際し、入学金、

授業料など進学に必要な小口資金

について低利でご融資しようとす

るものです。

■資格高専・大学などに進学
　　　する方および親族（年

　　　収500万円以内）
■目　的　入学金・授業料など必

　　　要な小口資金
■融資額　50万円以内（1世帯）

■利率年7．1％（予定）
※一般貸付と郵便局の郵貯貸付の

2種類があります。詳しくは、銀
行・農協・郵便局の窓口へ問い合

わせください。

有害鳥駆除結果
　9月聡日から4日間、村内全域
にわたり、乳熟期にある稲を食い

荒らしていたスズメの駆除を、地

元猟友会の協力を得て実施し、相

当量の被害を未然に防止いたしま

した。駆除したスズメは、約二千

羽に達しました。

働きながら学ぼう
熊谷高等学校定時制吉岡分校は

昭和24年5月に開校以来、既に、

500人以上の卒業生を社会に送り

出し、その果してきた役割は非常

に大きなものでありますが、最近

入学希望者が少ないので、来年度

は、あらかじめ入学希望者を把握

し、入学募集をきめる予定です。

働きながら高校で学びたいガ

もっと友達がほしい∠ノ

吉岡分校は、このような方の学

校で、4年間で高等学校の資格が

得られます。

来年4月から、入学を希望する

方は、来る11月30日までに、役場

総務課又は吉岡分校（36－0881）

へご連絡ください。

局より

（

（

一
丁

おしらせ

最新の郵便番号簿を、全世帯に

お届けいたしました。未着のとき

は吉岡郵便局へご連絡ください。　　〆（

　なお、古い郵便番号は使用しな
　　　　　　　　　　　　イヘいようお願いいたします。　　　　　＼ソ

　年賀状は早めに準備を

年賀状の受付は12月15日からで

す。早めに準備し、おそくとも12

月20日までには出しましょう。

。
晶

田田

一榊・

不
動
産
無
料
相
談
の

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

、
㈹
埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
で

は
、
埼
玉
県
及
び
税
務
署
の
協
力
を
得

て
、
次
の
と
お
り
、
不
動
産
無
料
相
談

所
を
開
き
広
く
み
な
さ
ん
の
不
動
産
に

関
す
る
相
談
に
応
ず
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
埼
玉
県
と
同
協
会
が
県
民

の
み
な
さ
ん
に
不
動
産
取
引
き
の
啓
蒙

と
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
指
導
等
を
目

的
に
実
施
す
る
「
宅
地
建
物
取
引
業
法

強
調
句
問
」
の
運
動
の
一
つ
と
し
て
行

う
も
の
で
、
そ
の
道
の
専
門
家
が
担
当

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
’
ど
う
ぞ
、
お

気
軽
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。
・

一
、
日
　
時
　
十
二
月
一
日
及
び
二
日

　
　
　
　
　
　
前
十
時
よ
り
後
三
時

二
、
場
　
所
　
熊
谷
市
八
木
橋
デ
パ
ー

　
　
　
　
　
　
ト
七
階
ロ
ビ
ー

三
、
内
容
宅
地
、
建
物
の
取
引
き

　
　
　
　
　
　
相
続
、
登
記
、
税
金
等

　
　
　
　
　
　
に
関
す
る
相
談

四
、
担
当
者
　
弁
護
士
、
税
務
署
職
員

　
　
　
　
　
　
県
職
員
、
宅
建
協
会
役

　
　
　
　
　
　
員
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お
宅
の

　
　
水
道
は

　
　
　
　
大
丈
夫
！

　
前
回
の
検
針
時
と
く
ら
べ
て
、
今
回

は
特
別
水
を
使
っ
た
覚
え
が
な
い
の
に

使
用
量
が
急
に
増
え
た
と
い
う
場
合
、

ど
こ
か
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
水
も
れ
し

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時

次
の
方
法
で
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
水
も
れ
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
月
に
一
度
は
点
検
す
る
よ

う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◎
　
全
部
の
蛇
口
を
し
め
て
、
水
道
メ

　
ー
タ
ー
の
赤
い
歯
車
形
の
動
き
を
調

　
べ
ま
し
ょ
う
。
も
し
動
い
て
い
た
ら

　
水
も
れ
し
て
い
ま
す
。

◎
　
水
道
を
使
っ
て
い
な
い
の
に
、
蛇

　
口
に
耳
を
あ
て
る
と
シ
ュ
ー
と
水
の

　
流
れ
る
よ
う
な
音
が
し
て
い
な
い
か
。

◎
　
い
つ
も
水
道
管
の
埋
め
て
あ
る
付

　
近
が
、
じ
め
じ
め
し
て
い
な
い
か
。

◎
　
下
水
溝
に
、
い
つ
も
き
れ
い
な
水

　
が
流
れ
こ
ん
で
い
な
い
か
。

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
に
お
気
づ
き
に

な
り
ま
し
た
ら
、
水
道
課
及
び
、
村
内

の
指
定
水
道
工
事
店
に
至
急
連
絡
し
、

修
理
を
申
込
み
ま
し
ょ
う
。

　
水
も
れ
し
た
水
量
も
原
則
と
し
て
、

水
道
料
金
を
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ご
家
庭
の
給
水
装
置
（
分
水

栓
、
給
水
管
、
止
水
栓
、
水
道
メ
ー
タ

ー
、
蛇
口
）
の
修
理
代
金
は
、
特
別
の

場
合
を
除
く
ほ
か
は
、
水
道
使
用
者
個

人
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

　
冬
期
が
ピ
ン
チ

　
　
　
　
　
村
の
水
道

　
井
戸
を
お
使
い
に
な
っ
た
方
な
ら
ご

存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
地
下
水

位
は
、
冬
期
の
十
二
月
か
ら
三
月
頃
ま

で
が
最
低
水
位
に
な
り
ま
す
。

　
村
の
水
道
の
水
源
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
樋
春
北
地
内
に
四
ケ
所
あ
る
浅
井

戸
に
よ
っ
て
給
水
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
夏
は
、
連
日
の
猛
暑
と
降
雨
不

足
の
た
め
、
給
水
制
限
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
地
域
の
事
が
報
道
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
当
村
で
は
、
地
下
水
が

平
年
と
変
わ
り
な
く
、
給
水
は
普
通
に

行
う
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
夏
期
に
は
地
下
四
メ
ー
ト

ル
位
に
あ
っ
た
地
下
水
も
、
冬
期
に
な

る
と
地
下
八
メ
ー
ト
ル
位
ま
で
下
っ
て

し
ま
い
、
そ
の
下
り
方
も
年
々
多
く
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
全
村
の

水
使
用
の
量
は
、
年
ご
と
に
多
く
な
る

事
は
あ
っ
て
も
少
な
く
な
る
事
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
今
年
も
、
地
下
水
位
が
最
低
に
な
る

冬
の
渇
水
期
が
や
っ
て
来
ま
す
。
私
達

の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な

水
を
、
む
だ
の
な
い
よ
う
お
使
い
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（
水
道
課
）

蚕勧セ麟
隻〃や
＿　 ノ

1、

。

鯉

†
か
ラ
叢
、
隻

盛
隷
牒
よ

鞍
駄
全
緊

回
覧
矩
を

町
繰
蔦
．
う

　
　
　
》
　
　
鯉

勘
璽
　
・

　
　
ソ
ウ
旨
ヤ
畜
く

心　
　
　
㌃

衛生関係行事予定表

月 行　　　　事 対象者 場　　所 時問，

11

　
　
　
　
　
　
月

15日　子宮癌検診 婦　　人 母子センター 1＝00

17日　3種混合 5L7．1～
51，12．31

〃 1：30

20日　妊婦検診 妊　　婦 〃 〃

22日インフルエンザ
49，9，1～

50．6．30
〃 〃

24日　乳癌検診 婦　　　人 〃 12：30

12

　
　
　
　
　
　
月

4日　3ケ月児相談 53，9月生れ 〃
　　1
9：30
　　一

4日　献　　　血 成　　　人 〃 1：00

15日　3種混合
5L1．1ん

5Ll2．31
〃 1：30

18日　妊婦検診 妊　　　婦 〃 〃

21日1，6ケ月児検診
52．6～

52．7生れ
〃 〃

家
庭
の
医
療

　
暖
房
時
は
加
湿
を
忘
れ
ず

　
寒
く
な
り
ま
し
た
。
お
宅
の
暖
房
は

い
か
が
で
す
か
。

　
わ
れ
わ
れ
が
快
適
だ
と
感
ず
る
温
度

条
件
は
、
季
節
、
年
齢
、
性
別
、
衣
服

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
だ
れ
も
が
快
適
と
感
ず

る
温
度
は
一
定
し
な
い
わ
け
で
す
。

　
し
か
し
、
一
般
的
に
い
え
ば
気
温
が

摂
氏
十
三
度
以
下
に
な
る
と
、
わ
れ
わ

れ
の
か
ら
だ
は
、
じ
っ
と
し
て
い
て
手

足
な
ど
を
動
か
さ
な
け
れ
ば
、
し
だ
い

に
冷
え
て
き
ま
す
。

　
皮
膚
血
流
量
の
研
究
の
結
果
か
ら
い

え
ば
、
摂
氏
十
六
度
以
下
に
な
る
と
、

暖
房
が
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※予定ですので変更する場合があります。

　
ま
た
、
暖
房
す
る
と
湿
度
は
低
く
な

り
、
空
気
が
乾
燥
し
、
鼻
や
ノ
ド
の
粘

膜
も
乾
き
細
菌
感
染
が
起
こ
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
湯
気
を
立
て

る
な
ど
加
湿
が
必
要
で
す
。

　
こ
う
い
っ
た
条
件
な
ど
か
ら
み
る
と
、

普
通
に
生
活
し
て
い
る
状
態
の
場
合
、

シ
ー
ズ
ン
に
合
っ
た
衣
服
を
着
て
、
気

温
が
摂
氏
十
七
～
二
十
五
度
、
湿
度
四

〇
ど
七
〇
％
、
風
速
が
秒
速
五
十
セ
ン

チ
以
下
と
い
う
と
き
に
、
　
「
快
適
」
と

感
ず
る
人
の
割
合
が
い
ち
ば
ん
多
い
よ

う
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
暖
房
す
る
と
暖
か
い
空

気
は
上
に
、
冷
た
い
空
気
は
下
に
な
り

ま
す
の
で
、
上
下
の
空
気
の
対
流
を
よ

く
し
て
室
内
を
平
均
し
た
温
度
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

○
、
）

ぴ




